
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      京都医労連通信  2024年 10月 23日 NO1670 

２０２４京都医労連労働学校開催！ 
 

 

 

 

 

10月12日（土）京都医労連労働学校を開催しました。参加は１４人。勝野委員長のあいさつで開

校し、今回は、京都法律事務所の福山和人弁護士を講師にお迎えして「労働者の権利Q＆A」につ

いて講義してもらいました。 

 

【参加者の感想など・・・】 

●Q＆Aドキドキしました。法律としてはある程度、労働者の権利は守られていると感じましたが、労働

現場の感覚はまだまだ追いついていないと感じた。経営者側が本物みたいですごかった。やはり現場の声

や組合員の数が力になると感じた。 

●詳しく説明していただいて労働者の権利を知る事ができた。 

●役割分担で交渉する大事さがわかりました。 

●判例も紹介していただき、とても勉強になりました。模擬団交またやりたいです。 

勝野委員長開校あいさつ 講師は福山和人弁護士！質問もたくさん出ました！ 

続いての企画は「模擬団交」。「四条御前病院労働組合」という架空の病院を舞台にし、参加者が

組合員役、京都医労連四役が経営者役となって、団体交渉のシミュレーション（模擬団交）を行い

ました！参加者・医労連四役と別室で戦略を練り、実践さながら？の緊迫感あふれる模擬団交をし

ました！ 

終わってから振り返りを行い、感想交流。「回答を持ち帰らせる場合、『何を持ち帰り』『いつま

でに回答するのか』それを最後に確認して表明させることが必要」「やはり団交は数が力」などの

感想がありました。 

 

経営者をやっつけろ！（笑）戦略相談中！ 実戦さながら？！の緊迫した模擬団交でした！ 

参加されたみなさん、大変お疲れさまでした～！！ 


